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一俸給生活者家計の長期的｀変容

家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係　７
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共立女大家政　御船美智子

主な収入が俸給であり、５人の家族からなる一世帯の昭和7年から4 5年までの

にわたる家計費の分析により、明治■大正生まれ世代が昭和戦前・戦中・戦後期

うな生活を送ってきたのか明らかにする。

主として「婦人の友」社発行の家計簿にＨ氏（女性）によって記入された記録を。

実支出、黒字に整理・再分類・集計し、名目値を算出、消費者物価指数（≪前･

森田指数、大川指数）を用いて実質値を算出、消費支出については消費構造を算

列分析を行った。

実質消費支出は戦前昭和1 0年を１００とすると昭和2 1年５ 0, 2 2年４０と

になり、2 7年に戦前水準に回復した。昭和２０年の低い消費水準でさえ可処分

えたのは消費支出の8 6 % にすぎず貯蓄取り崩しをした。貯蓄取り崩しは2 0年

年の聞は可処分所得の10－15％にも及んだ。貯蓄推進政策がすすめられた１

貯蓄が累積されたがそれは本家計では2 2年には底をついている。エングル係数

婚当初の昭和７年1 4 %から徐々に上昇し．戦中期は2 5－30％であったが, 2

は5 0％、2 1年には7 6%と最高となり, 2 2年6 5％, 2 3年6 4％, 2 4年

と6 割代が続いた．2 5, 2 6年となると5 0％に下がり- 2 7年ともなると４割

なり安定をみた．長男、4歳年下の長女．さらに５歳年下の次男の３人の子供をも

計では、教育費が消費支出に占める割合が１割を超えた期間は1 5年にもわたり．

も多い時は消費支出の1 ／4 にものぽった．

５月27日（日）第１会場　午前9:00～12:00
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メリカ家政学の系謙一学会誌分析－(第l報）

城学院大短大　東珠実．静岡県立大井川高　大石美隋. 名古屋文理短大

鈴木真由子．梢山女学園大家政　○守谷敏子、静岡大教育　村尾勇之

　目的　本研究は．アメリカ家政学の特質と研究の推移を、アメリカ家政学会誌を手がか

りに明らかにしようとするものである．レイクプラシッド会議に始まるともいえるアメリ

カ家政学の今日までの動向は．日本の家政学にとってきわめて重要な示唆を与えるものと

いえよう．本報では、前年度の大石の報告をベースにして．研究対象項目を明らかにする

ために．アメリカ家政学会誌の目次にみる構成項目の時系列的分析を行い、構成項目の分

類とその内容を明らかにした．

　方法　学会創立の1909年から1985年までに発刊されたアメリカ家政学会誌　Journal　of

Hone　Economics ( 77年間、　708冊）と　Hone　Econosilcs　Research　Journal （14年間. 58冊）

を分析・考察の対象とした．はじめに　766冊のすべての目次・諭文等について検討し、つ

ぎにそれらを時系列的に系統化してその類型を求めた．

　結果　アメリカ家政学会誌に掲載された論文等は、基本的には大・中・小の見出しやテ

ーマをつけ分類されているが,学会誌創刊当初は分類項目はなく．種々の諭文や記事等が

羅列されていた．やがてこれらが分類整理され、今日的大分類によるところの①Articles,

Research　に属するもの（研究論文とそれに､準ずると思われる総iit 的な内容) , R A H E

Ａ　Today　に属するもの（アメリカ家政学会の活動状況を中心とした報告的内容）. ③

Departments　に属するもの(短編的な倫評やニュース、新刊図書の紹介．編集者からのメ

ッセージなど①②以外の雑多な内容)に分類される．項目欺, 項目名称も. 80年に及ぶ歴

史の中で多様に変化しており、その経緯の申にアメリカ家政学の動向が示されている．


